CITY TOPICS　まちの話題や出来事、ニュースをお届けします！

「東北福祉大学プロジェクト実践活動懇談会」を開催しました
9月14日、「東北福祉大学プロジェクト実践活動懇談会」を開催しました。
令和6年2月3日、大崎市と東北福祉大学、大崎市社会福祉協議会で、「福祉事業推進に係る連携協定」を締結しました。
本協定に基づき、令和6年度は、東北福祉大学の「プロジェクト実践活動」という授業の一環として、古川地域清滝地区と鹿島台地域姥ケ沢地区、岩出山地域上野目地区の3地区で、フィールドワークが実施されました。学生は地域住民と交流し、地域の資源や課題などを学ぶとともに、ワークショップを通して解決策を提案しました。
懇談会当日は、プロジェクト実践活動に取り組んだ学生や受け入れた地域住民、学生と地域をつないだ大崎市社会福祉協議会職員が参加し、活動報告などを行いました。
学生からは、「子どもや若い世代が地域とのつながりを持つことが重要」、「学校の利活用策を具体化して実施できた」などの感想が述べられました。
また住民からは、「学生からの提案を今後の地域づくりに生かしていきたい」などの感想が伝えられました。
今後も協定に基づき、福祉事業の推進に向けて三者で連携し取り組んでいきます。
写真：活動を振り返り発表する大学生
写真：連携して福祉事業を推進します


交通安全の啓発に取り組んでいます
[bookmark: _GoBack]8月1日、一般社団法人日本視聴覚教育協会主催の「令和6年全国自作視聴覚教材コンクール」において、本市の「交通安全紙芝居『ブレーメンのおんがくたい』」が見事入選を果たしました。
本コンクールは、学習方法などの多様化に伴い、学校や地域での自作教材の企画制作・活用を促進する目的で行われています。本市の作品は、全国からの応募総数66作品のうち、小学校部門（幼稚園および保育所を含む）18作品の中で入選となりました。
また9月20日には、「令和6年秋の交通安全県民総ぐるみ運動」の「街頭キャンペーン出動式」が開催されました。
出動式には、古川警察署の警察官や古川地区交通安全協会など、関係機関・団体から約200人が集まりました。あいにくの雨ではありましたが、市役所本庁舎正面玄関前でパトロールカーを見送りました。出動式を皮切りに21日から30日まで、10日間にわたる総ぐるみ運動で、交通安全の普及や事故防止の徹底などを地域住民に呼びかけました。
地域住民の安全を守るためには、一人一人の交通安全意識の向上が不可欠です。日頃から交通ルールとマナーを守って、事故防止を心がけましょう。
写真：交通安全紙芝居『ブレーメンのおんがくたい』
写真：出動するパトロールカーを見送りました
